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「フランス南西部への旅—太古・中世・近代の遺跡を訪ねて」参加報告 
 

原野	 昇 
 
	 2018年 1月にあった「コミュニティ・アカデミー上幟」関係者の懇親会席上で、フ
ランス旅行が話題になった。その帰路、同アカデミー事務局長の金子和子さんからアカ

デミーの学習旅行として、また事前学習講座と一体で考えて欲しい、との申し出があっ

た。その後香川正弘・同アカデミー代表からも同趣旨の依頼があった。その際、広島か

らの学習旅行というからにはオラドゥール訪問は欠かせない、その近辺で原野が担当し

た講座に関連が深い訪問地として、ラスコー（「ことばのふしぎ」「フランス語の起こり」

講座関連）とコンク（「フランス中世の文学」関連）を入れたいと提案し、承認された。 
	 事前学習講座「フランス南西部を学ぶ」は、第１回「オラドゥールの悲劇—広島から
オラドゥールを考える、記憶の継承」、第２回「ラスコーの洞窟壁画—人間の表現行為、
言語活動、芸術創造について考える」、第３回「フランス中世の聖人・聖遺物崇拝—聖
人伝『聖女フォワの歌』、巡礼、十字軍、文学にみるキリスト教」とし、第４回は番外

編として「フランス語旅行会話」を実施した。各講義は、「コミュニティ・アカデミー

上幟」の該当講座を踏まえたものであった。受講生は、旅行参加者６人、講座のみの受

講者６人の計 12人であった。 
 
	 旅行参加者は、当初の申込み者は 15 人であったが、最終的には 13 人となった。内
訳は、広島在住者８人、広島以外からの参加者５人（八王子２人、横浜、新潟、名古屋、

各１人）であった。団体旅行としてはほぼ理想的な人数であった。企画・実施旅行社は、

近畿日本ツーリスト中国四国広島支店、添乗員は同社の大西英司氏であった。以下は一

行の大雑把な行動記録である。 
 
9月 3日（月）、前々泊（時間はすべて現地時間） 
台風 21号が 4日に近畿地方を通過しそうで、前泊予定の関西エアポートワシントンホ
テル（りんくうタウン）までの交通機関が 4日には不通になる心配があったので、参加
者全員が 3日じゅうに同ホテルに入り宿泊した。 
 
9月 4日（火）、前泊 
朝からホテル内でテレビと窓から、台風接近、通過の様子を見ながら過ごす。夕刻には

台風自体は日本海へ抜けたが、タンカーの空港連絡橋への衝突事故、また A 滑走路お
よびターミナルビルの一部浸水、停電などのニュースが流れ少し不安を抱いていたとこ

ろ、20:00、添乗員の大西英司さんから緊急招集がかかり、全員１階ロビー隅に集まり
説明を聞く。それによると、翌 5日 10:00関空発予定の AF291便の欠航が決定したこ
と、代替案として、伊丹（全日空）—羽田—成田（トルコ航空）—イスタンブール（ト
ルコ航空）—トゥールーズという経路、トゥールーズ着は 6日 15:30、6日の夕食、宿
泊以降は当初の予定通り、という説明。やむを得ないこととして、全員その場でこの代

替案を承認。 
 
9月 5日（水）第１日目 
スーツケースを関空で受け取ることになっていた３人は、空港までの交通手段（タクシ

ーも含め）がなく、スーツケース無しで旅行に参加することになった。（日本出国前に

新しくスーツケースやその他の必要品を購入した人もいた。） 
10:00 ホテル出発（シャトルバス）—JR 日根野駅（JR）—天王寺（リムジンバス）—
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伊丹空港着。 
16:00伊丹（ANA32）—羽田（リムジンバス）—成田空港着。 
21:25成田発（トルコ航空 53）—（機中泊）— 

（機中泊） 
 
9月 6日（木）第２日目 
3:35イスタンブール着、乗り換えのため約 9時間空港内で過ごす。 
12:55 イスタンブール（トルコ航空 1805）—16:50 トゥールーズ着。ここから 9 月 8
日リモージュ駅出発まで、ガイド中島かおりさんが同行。 
パラディアホテル（Palladia Hotel）にチェックイン、同ホテル内レストランで夕食。 

（トゥールーズ泊） 
 
9月 7日（金）第３日目 
8:00ホテル発（バス）—11:30コンク着。 
レストラン・オーベルジュ・サンジャック（Auberge Saint Jacques）にて昼食後、村
内散策、宝物館見学。 
15:00コンク発（バス）—17:30ロカマドゥール着。 
ホテル・ボーシット（Best Western Beau Site Notre-Dame）にチェックイン後、聖域
（sanctuaire）を見学。 
19:00同ホテル別館のレストランにて夕食。 

（ロカマドゥール泊） 
 
9月 8日（土）第４日目 
8:00ホテル発（バス）—10:40ラスコー４着。予約してあった 10:30出発グループに間
に合わず、急遽 11:30出発のラスコー２見学に変更。 
13:00ラスコー近くのレストランにて昼食。時間節約のため、コース料理のデザートを
パス。 
13:50ラスコー発（バス）—16:20オラドゥール着。オラドゥールの廃墟見学。 
17:40オラドゥール発（バス）—18:15リモージュ着。 
ホテル・メルキュール・リモージュ（Mercure Limoges Royal Limousin）にチェック
イン。 
19:30ホテル近くのレストランにて夕食。 

（リモージュ泊） 
 
9月 9日（日）第５日目 
7:15 ホテル発（バス）—リモージュ駅着。ここで偶然、これから路線バスでオラドゥ
ール見学に向かう広島大学文学部仏文の卒業生２人に出会う。両名は「コミュニティ・

アカデミー上幟」の学習旅行「フランス南西部への旅」に触発されて、オラドゥール訪

問の個人旅行を計画し、その途上にあったもの。（後日の報告によると、当日、日曜日

のためバスはなく、オラドゥールまでタクシーで行ったとのこと。） 
ここで、トゥールーズから同行していただいていた中島かおりさんとお別れ。 
8:05リモージュ発（列車）—11:24パリ・オーステルリッツ駅着。 
バスで５区のレストラン・オンズバール（Onzebar）へ。昼食後バスで凱旋門の西、ポ
ルト・マイヨのホテル・ハイアット・パリ・エトワール（Hyatt Regency Hotel）で荷
物を預け、オプション小旅行のヴェルサイユ（４人）とジベルニー（４人）へ出発。残

り５人はパリ市内自由行動。 
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19:00ホテル近くのレストラン・バロン・デ・テルヌ（Ballon des Ternes）にて夕食。 
（パリ泊） 

 
9月 10日（月）第６日目 
午前中：バスでパリ市内観光。凱旋門を車窓から眺め、トロカデロ広場でバスを下車。

エッフェル塔を正面に眺めながら、大砲のように噴射する噴水を横に見て、セーヌ河畔

まで下る。そこでバスに乗車して、コンコルド広場を車窓から眺め、ノートルダム大聖

堂対岸で下車し、徒歩で大聖堂まで行き、長蛇の列に並んで聖堂内に入り、西の大バラ

窓と南北のバラ窓の素晴らしいステンドグラスを鑑賞。 
その後、ルーヴル宮近くのレストラン・オーベルジュ・デュ・ルーヴル（Auberge du 
Louvre）にて昼食。 
昼食後は、ソルボンヌ近辺を散策するグループ（７人）は離団し、買い物グループ（３

人）はシャンゼリゼ通り近辺で買い物、残り（３人）は自由行動。 
夕食は、オプションのムーランルージュのディナーショー参加者（４人）以外は自由。 

（パリ泊） 
 
9月 11日（火）第７日目 
朝ホテル出発前に、今日から別行動でイギリス方面を旅行する一人と別れる。 
当初予定の、14:00パリ発（AF292）—翌日 8:40関空着が欠航のため、代替案。 
10:20パリ発（フィンランド航空 1572）—14:50ヘルシンキ着。 
17:30ヘルシンキ発（フィンランド航空 77）—（機中泊）— 
利用航空会社が、当初は往復ともエール・フランスであったのが、往きはトルコ航空、

帰りはフィンランド航空利用に変更になったが、代替案のチケットの手配はすべてエー

ル・フランス。 
（機中泊） 

 
9月 12日（水）第８日目 
8:59中部空港着。荷物回収後解散となり、八王子（２人）、横浜、新潟、名古屋方面と
広島方面（７人）への帰路についた。 
 
台風の影響で、第１日目の予定が大幅に変更になり、その結果当初予定のカルカソンヌ

見学とトゥールーズ市内観光が実施できなかったが、その後はほぼ予定通りの旅程が実

施できた。期間中、天候に恵まれ（ほぼ連日快晴）、参加者の協力と添乗員（旅行社）

の適切な対応により、病人、事故、盗難・紛失などの事件もなく、全員無事に帰国でき

大慶の至り。 
 
（図表＝当初の旅程） 
（写真１＝コンク、写真２＝オラドゥール、写真３＝パリ） 
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